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抽
出
石
材
の
概
要

　
二
〇
一
三
年
夏
の
発
掘
で
は
二
三
四
例
、
二
〇
一
四
年
夏
の
発
掘

で
は
三
九
例
の
石
材
遺
物
が
抽
出
さ
れ
、
ナ
ン
バ
ー
リ
ン
グ
、
測

量
、
写
真
撮
影
、
簡
易
記
述
が
実
施
さ
れ
た（

（
（

。
抽
出
遺
物
番
号
は
、

二
〇
一
三
年
出
土
の
も
の
は
ｎ
ｏ
．
１
７
０
か
ら
ｎ
ｏ
．
４
０
４

ま
で
、
二
〇
一
四
年
出
土
の
も
の
は
ｎ
ｏ
．
４
０
５
か
ら
ｎ
ｏ
．

４
４
１
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
以
前
の
ト
ル
コ
隊
に
よ

る
準
備
発
掘
に
際
し
て
抽
出
さ
れ
た
四
七
例
の
石
材
に
つ
い
て
、
ナ

ン
バ
ー
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
た（

（
（

。

　
二
〇
一
三
年
夏
に
日
本
隊
か
ら
抽
出
さ
れ
た
遺
物
の
う
ち
、
全
く

装
飾
を
持
た
な
い
角
材
、
角
材
断
片
、
あ
る
い
は
コ
ー
ニ
ス
や
柱
台

な
ど
を
構
成
し
て
い
た
と
見
做
さ
れ
る
く
り
型
装
飾
を
持
つ
建
築
材

断
片
以
外
は
、
柱
頭
や
柱
身
な
ど
、
柱
に
関
係
す
る
石
材
断
片
が
多

数
を
占
め
て
い
る（

（
（

。
壁
の
装
飾
材
と
考
え
ら
れ
る
厚
さ
二
・
五
～
三

㎝
の
薄
い
石
板
断
片（

（
（

、
あ
る
い
は
床
の
敷
石
と
考
え
ら
れ
る
六
角
形

の
石
板
の
完
形（

（
（

、
ま
た
、
聖
堂
内
の
典
礼
設
備
の
構
成
要
素
で
あ
っ

た
と
見
做
さ
れ
る
、
頂
部
装
飾
を
持
つ
太
さ
一
四
～
一
五
㎝
ほ
ど
の

四
角
形
な
い
し
多
角
形
の
小
柱
の
断
片（

（
（

（
図
１
、２
）
な
ど
が
、
柱

以
外
に
機
能
が
比
較
的
明
確
に
断
定
で
き
る
例
と
し
て
指
摘
さ
れ

る
。

　
柱
頭
以
外
の
浮
彫
装
飾
を
も
つ
石
材
断
片
は
三
〇
例
ほ
ど
で
あ

調
査
報
告

ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
出
土
の
装
飾
石
材
に
つ
い
て

　
―
二
〇
一
三
年
度
お
よ
び
二
〇
一
四
年
度
の
発
掘
か
ら

奈
良
澤
　
由
　
美

キ
ー
ワ
ー
ド

　
彫
刻
　
リ
キ
ア
　
古
代
末
期
　
中
期
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
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ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
出
土
の
装
飾
石
材
に
つ
い
て
（
奈
良
澤
）

り
、
そ
の
う
ち
、
石
灰
岩
製
の
透
か
し
彫
り
装
飾
板
の
断
片
一
七
例

が
特
に
ま
と
ま
っ
た
装
飾
彫
刻
グ
ル
ー
プ
と
し
て
存
在
し
て
い
る

（
後
述
）。

　
二
〇
一
二
年
以
前
の
ト
ル
コ
隊
の
準
備
発
掘
か
ら
抽
出
さ
れ
た
石

材
は
、
す
べ
て
装
飾
断
片
で
あ
り
、
二
〇
一
二
年
の
本
発
掘
の
際
に

出
土
し
た
中
期
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
ア
ー
キ
ト
レ
ー
ヴ
石
材（

（
（

と
共
通
す

る
装
飾
モ
チ
ー
フ
を
有
す
る
断
片
が
、
少
な
く
と
も
一
三
例
存
在
す

る（
（
（

。
そ
れ
ら
の
ア
ー
キ
ト
レ
ー
ヴ
石
材
の
全
て
は
比
較
的
小
さ
な
断

片
で
あ
り
、
連
続
ア
ー
チ
文
の
う
ち
の
一
ア
ー
チ
、
あ
る
い
は
ア
ー

チ
を
つ
な
ぐ
柱
装
飾
が
、
部
分
的
に
そ
れ
ぞ
れ
残
さ
れ
て
い
る
の
み

で
あ
る
（
図
３
、４
）。
一
方
、
準
備
発
掘
に
抽
出
さ
れ
た
石
材
に
お

い
て
、
や
は
り
石
灰
岩
製
の
透
か
し
彫
り
装
飾
板
の
断
片
が
相
当
数

出
土
し
て
い
る
。

　
二
〇
一
四
年
は
出
土
し
た
石
材
自
体
が
少
な
く
、
抽
出
さ
れ
た
遺

物
の
大
部
分
は
大
理
石
な
い
し
良
質
の
石
灰
岩
の
床
材
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
至
聖
所
の
東
部
分
の
床
直
上
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
厚
さ

に
つ
い
て
も
裏
面
の
仕
上
げ
の
状
態
に
つ
い
て
も
多
様
で
あ
り
、
形

が
不
規
則
な
石
板
断
片
も
多
く
、
様
々
な
大
理
石
板
の
断
片
が
床
材

と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
抽
出
さ
れ
た
石

材
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
二
九
例
が
、
床
材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

と
見
做
さ
れ
る（

（
（

。
厚
さ
二
～
三
・
五
㎝
の
も
の
が
二
一
例
、
四
～
六

㎝
が
四
例
、
八
～
九
㎝
が
四
例
で
あ
り
、
正
方
形（
（1
（

、
長
方
形（
（1
（

、
な
い

し
三
角
形
の
板
材（
（1
（

が
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る
以
外
は
、
台
形
な
い
し

不
規
則
な
形
状
を
示
す
。
裏
面
は
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
場
合

と
、
荒
削
り
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
裏
面
に
は
漆

喰
が
し
ば
し
ば
残
さ
れ
て
い
る
。

透
か
し
装
飾
板
断
片

　
地
域
産
石
灰
岩
で
作
ら
れ
た
透
か
し
装
飾
板
の
断
片
が
、

二
〇
一
二
年
以
前
の
準
備
発
掘
に
お
い
て
二
〇
例
抽
出
さ
れ
て
お

り（
（1
（

、さ
ら
に
二
〇
一
三
年
の
発
掘
に
お
い
て
一
七
例
が
抽
出
さ
れ
た
。 

二
〇
一
三
年
に
抽
出
さ
れ
た
作
例
は
比
較
的
小
さ
な
断
片
で
あ
り
、

厚
さ
は
七
～
九
㎝
で
あ
る（
（1
（

。

　
こ
れ
ら
の
断
片
が
属
し
て
い
た
複
数
の
装
飾
板
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

全
く
同
じ
模
様
・
構
成
で
は
な
か
っ
た
が
、
装
飾
様
式
、
モ
チ
ー
フ

は
共
通
し
て
お
り
、
同
じ
工
房
の
制
作
で
あ
り
、
同
時
期
に
聖
堂
内

に
置
か
れ
て
い
た
と
見
做
さ
れ
る
。
至
聖
所
の
囲
い
の
よ
う
な
典
礼

設
備
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
石
板
の
下
部
は
ホ
ゾ
が
彫
ら

れ
、
床
に
あ
つ
ら
え
ら
れ
た
溝
に
は
め
込
ま
れ
て
い
た
（
図
５
）。

石
板
は
、
透
か
し
彫
り
の
施
さ
れ
た
中
央
部
分
と
、
透
か
し
彫
り
を

囲
む
枠
部
分
か
ら
成
る
。
透
か
し
彫
り
の
部
分
は
、
植
物
的
な
ツ
ル

の
帯
の
曲
線
模
様
（
図
６
，
７
，
９
．
11
）、
あ
る
い
は
格
子
の
よ

う
な
直
線
の
帯
の
幾
何
学
模
様
（
図
８
）
に
刳
り
貫
か
れ
て
い
る
。
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石
板
の
表
と
裏
の
面
に
は
、
枠
と
刳
り
貫
か
れ
た
帯
の
表
面
上
に
、

し
ば
し
ば
簡
略
な
線
刻
に
よ
っ
て
浮
彫
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
基

本
的
に
、
片
面
（
＝
裏
面
）
の
装
飾
は
よ
り
簡
略
的
で
あ
り
、
た
と

え
ば
、
く
り
貫
か
れ
た
帯
の
表
面
は
中
央
の
刻
線
に
よ
り
二
重
帯
に

な
っ
て
お
り
、
裏
面
に
は
刻
線
は
な
く
一
重
に
な
っ
て
い
る
場
合
が

多
く
の
例
で
認
め
ら
れ
る（
（1
（

。
植
物
模
様
の
浮
彫
装
飾
も
し
ば
し
ば
裏

面
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　
ｎ
ｏ
．
Ｔ
Ｂ
０
０
３
、
ｎ
ｏ
．
Ｔ
Ｂ
０
２
６
（
図
12
）
の
断
片
が

構
成
し
て
い
た
透
か
し
彫
り
装
飾
板
は
、
太
い
枠
に
か
こ
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
枠
の
内
側
に
様
式
化
さ
れ
た
パ
ル
メ
ッ
ト
模
様
が
彫
ら
れ

て
い
た
。
様
式
化
さ
れ
、
し
ば
し
ば
簡
略
な
線
刻
に
よ
っ
て
表
さ
れ

た
パ
ル
メ
ッ
ト
の
葉
の
模
様
は
、
出
土
し
た
多
く
の
断
片
に
認
め
る

こ
と
が
出
来
る
。

　
透
か
し
彫
り
装
飾
は
五
～
六
世
紀
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス

の
工
房
で
制
作
さ
れ
た
、
大
理
石
を
用
い
た
多
く
の
作
例
が
知
ら
れ

て
い
る
。
ア
ナ
ト
リ
ア
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
の
工
房
の

影
響
を
直
接
的
に
受
け
て
い
る
が
、
概
し
て
地
方
産
の
石
灰
岩
を
用

い
た
、
地
方
工
房
制
作
の
類
例
が
発
見
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

　
た
と
え
ば
、
ミ
ュ
ラ
の
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
教
会
か
ら
は
、
複
数
の
透

か
し
彫
り
装
飾
石
板
の
断
片
が
出
土
し
て
い
る（
（1
（

。
線
刻
の
中
央
線
に

よ
り
二
重
化
さ
れ
た
曲
線
や
直
線
の
帯
の
透
か
し
彫
り
は
、
明
ら
か

に
ト
ロ
ス
の
作
例
と
共
通
し
て
お
り
、
ま
た
、
ト
ロ
ス
の
ｎ
ｏ
．
Ｔ

Ｂ
０
０
３
、
ｎ
ｏ
．
Ｔ
Ｂ
０
２
６
の
枠
上
の
パ
ル
メ
ッ
ト
模
様
は
、

ミ
ュ
ラ
の
一
断
片
の
意
匠
と
ほ
ぼ
共
通
す
る（
（1
（

。
同
じ
く
リ
キ
ア
地
方

の
ア
ペ
ル
ラ
イ
か
ら
も
、
類
似
す
る
様
相
の
複
数
の
断
片
が
出
土
し

て
い
る（
（1
（

。
ト
ロ
ス
の
ｎ
ｏ
．
Ｔ
Ｂ
０
０
７
（
図
10
）
お
よ
び
ｎ
ｏ
．

Ｔ
Ｂ
０
１
３
の
断
片
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
極
度
に
様
式
化
さ
れ
た
長

い
葉
の
モ
チ
ー
フ
は
、
ア
ペ
ル
ラ
イ
や
ア
ン
ド
リ
ア
ケ
出
土
の
石
材

断
片
の
装
飾
と
酷
似
し
て
い
る
が（
（2
（

、S. A
lpaslan

に
よ
れ
ば
、
こ

う
し
た
葉
の
モ
チ
ー
フ
は
リ
キ
ア
の
沿
岸
地
域
の
工
房
に
特
有
の
モ

チ
ー
フ
で
あ
り
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
に
は
存
在
し
て
い
な

い（
（2
（

。
こ
れ
ら
の
リ
キ
ア
の
地
域
産
石
灰
岩
を
使
用
し
た
明
ら
か
に
地

域
工
房
作
の
装
飾
石
板
は
、
先
行
研
究
に
よ
り
六
世
紀
と
年
代
推
定

さ
れ
て
い
る（
（2
（

。

　
ト
ロ
ス
の
聖
堂
に
て
出
土
し
た
透
か
し
彫
り
装
飾
石
板
断
片
は
、

よ
っ
て
、
六
世
紀
の
リ
キ
ア
の
地
方
工
房
で
制
作
さ
れ
た
装
飾
石
板

で
あ
り
、
カ
ン
ケ
ッ
リ
の
よ
う
な
典
礼
設
備
を
構
成
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
使
わ
れ
て
い
る
石
灰
岩
は
も
ろ
く
、
さ
ら
に
透
か
し
彫

り
で
あ
る
こ
と
か
ら
通
常
以
上
に
壊
れ
や
す
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、

比
較
的
早
く
に
劣
化
し
放
棄
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。



－  380  －－  381  －

ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
出
土
の
装
飾
石
材
に
つ
い
て
（
奈
良
澤
）

組
み
紐
模
様
と
ロ
ゼ
ッ
タ
文
の
装
飾
石
板
（
ｎ
ｏ
．
４
０
７
）

　
二
〇
一
四
年
に
装
飾
面
が
発
見
さ
れ
、
ナ
ン
バ
ー
リ
ン
グ
さ
れ
た

ほ
ぼ
完
形
の
白
大
理
石
製
の
長
方
形
板
（
ｎ
ｏ
．
４
０
７
）
は
、
聖

堂
北
側
廊
と
身
廊
を
つ
な
ぐ
東
入
口
の
前
（
身
廊
内
）
に
、
浮
彫
装

飾
面
を
下
に
し
て
置
か
れ
て
い
た
（
図
13
）。
幅
一
〇
七
㎝
、
高
さ

九
〇
・
五
㎝
、
幅
一
〇
㎝
。

　
表
面
（
装
飾
面
）
は
、
太
い
枠
に
囲
ま
れ
た
八
二
×
六
五
㎝
の
空

間
が
浮
彫
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
枠
の
面
は
平
ら
で
あ
り
、
一
一
～

一
四
㎝
の
幅
を
持
つ
。
両
短
辺
上
、
一
長
辺
よ
り
二
四
～
二
六
㎝
の

場
所
に
、
直
径
二
㎝
の
小
さ
な
穴
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
掘
ら
れ
て

い
る
。

　
装
飾
は
、
三
つ
の
細
紐
か
ら
成
る
太
紐
に
よ
る
組
み
紐
模
様
が
全

体
構
図
を
構
成
し
、
四
つ
の
円
を
周
辺
に
配
し
、
中
に
円
を
一
つ
内

包
す
る
ひ
し
形
の
構
図
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
組
み
紐
が
作
る
五

つ
の
円
の
中
に
、そ
れ
ぞ
れ
円
形
の
モ
チ
ー
フ
が
表
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
は
全
て
異
な
っ
た
形
態
を
有
し
て
い
る
。
中
央

の
大
き
な
円
の
中
に
は
、
先
端
の
と
が
っ
た
一
六
の
花
弁
か
ら
な
る

ロ
ゼ
ッ
タ
文
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
周
辺
の
四
つ
の
円
の
中
は
、
二
つ

の
細
紐
か
ら
な
る
太
紐
が
作
る
「
ソ
ロ
モ
ン
の
結
び
目
」、
同
様
の

組
み
紐
に
よ
る
四
つ
の
輪
が
重
な
っ
た
花
文
、
方
形
の
花
芯
と
半
円

形
の
四
つ
の
花
弁
か
ら
成
る
花
文
、
さ
ら
に
三
つ
の
二
つ
の
細
紐
か

ら
な
る
太
紐
が
作
る
「
ソ
ロ
モ
ン
の
結
び
目
」
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
飾

ら
れ
て
い
る
。

　
裏
面
は
全
く
装
飾
が
な
く
平
ら
で
あ
り
、
一
長
辺
か
ら
一
八
～

二
一
㎝
ほ
ど
の
距
離
に
、
長
辺
と
ほ
ぼ
平
行
に
直
径
一
・
五
～
二
㎝

の
小
さ
な
穴
が
三
つ
掘
ら
れ
て
い
る
。
石
板
の
四
側
面
も
平
ら
で
あ

り
、
ホ
ゾ
穴
や
溝
は
存
在
し
な
い
。

　
組
み
紐
模
様
に
よ
り
作
ら
れ
る
ひ
し
形
空
間
と
花
文
の
装
飾
構
成

は
、
中
期
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
時
代
に
ア
ナ
ト
リ
ア
お
よ
び
ギ
リ
シ
ア
の

各
地
に
広
く
使
わ
れ
た
装
飾
構
成
で
あ
り（
（2
（

、
ア
ナ
ト
リ
ア
地
方
各
地

で
も
数
多
く
の
比
較
例
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、

ヤ
ル
ヴ
ァ
チ
ュ
の
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
装
飾
石
板（
（2
（

、
キ
ュ
タ
ヒ
ヤ

の
博
物
館
所
蔵
の
ア
ー
キ
ト
レ
ー
ヴ
断
片（
（2
（

、
ア
フ
ィ
ヨ
ン
の
博
物
館

の
テ
ン
プ
ロ
ン
の
装
飾
石
板（
（2
（

、
ア
ク
シ
ェ
ヒ
ル
お
よ
び
エ
ス
キ
シ
ェ

ヒ
ル
の
ア
ン
ボ
ン
の
装
飾
石
板（
（2
（

、
ミ
ュ
ラ
の
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
教
会
の

装
飾
石
板（
（2
（

、
ア
ン
タ
ル
ヤ
考
古
博
物
館
所
蔵
の
装
飾
石
板（
（2
（

、
シ
バ
ス

の
聖
堂
か
ら
出
土
し
た
テ
ン
プ
ロ
ン
装
飾（
（3
（

な
ど
。
ト
ロ
ス
の
作
例
と

特
に
近
い
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
前
述
の
キ
ュ
タ
ヒ
ヤ
の
断
片

の
装
飾
で
は
、
中
央
が
大
き
な
ロ
ゼ
ッ
タ
文
で
、
周
辺
の
四
つ
の
円

の
中
は
二
つ
細
紐
か
ら
な
る
組
み
紐
模
様
の「
ソ
ロ
モ
ン
の
結
び
目
」

で
飾
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
ミ
ュ
ラ
の
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
教
会
の

石
板
の
装
飾
は
、
中
央
の
円
か
ら
ひ
し
形
、
周
辺
の
四
つ
の
小
円
、
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そ
し
て
外
枠
へ
と
太
紐
が
つ
な
が
る
様
相
に
お
い
て
、
最
も
ト
ロ
ス

の
例
の
装
飾
に
近
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
ア
ナ
ト
リ
ア

の
各
地
に
出
土
す
る
作
例
は
、
中
期
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
浮
彫
装
飾
に

お
い
て
全
般
的
に
言
え
る
よ
う
に
、
共
通
し
た
装
飾
モ
チ
ー
フ
を
用

い
な
が
ら
も
全
く
同
じ
模
様
は
存
在
し
て
い
な
い
。

ト
ロ
ス
の
石
板
中
央
の
ロ
ゼ
ッ
タ
文
の
、
全
て
の
花
弁
の
先
端
が
外

に
向
か
い
一
律
に
鋭
く
低
く
な
る
表
現
様
式
は
、
マ
ニ
サ
の
考
古
博

物
館
の
ア
ー
キ
ト
レ
ー
ヴ
上
の
ロ
ゼ
ッ
タ
文（
（3
（

や
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア

ス
出
土
の
ま
ぐ
さ
上
の
ロ
ゼ
ッ
タ
文（
（3
（

な
ど
と
共
通
す
る
。

註（1
）
二
〇
一
三
年
に
つ
い
て
は
高
橋
翔
（
筑
波
大
学
）、
山
本
悠
貴
（
筑

波
大
学
）、
山
根
友
樹
（
立
教
大
学
）
に
よ
り
、
二
〇
一
四
年
に
つ
い

て
は
青
山
竜
済
（
立
教
大
学
）
の
協
力
の
も
と
に
、抽
出
石
材
の
測
量
、

撮
影
、
一
覧
表
の
作
成
が
実
施
さ
れ
た
。

（
2
）N

o. TB
001

～047. 

二
〇
一
二
年
に
写
真
撮
影
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。

（
3
）
柱
頭
な
い
し
柱
頭
断
片
が
一
七
例
、
柱
身
断
片
が
三
六
例
抽
出
。

（
4
）N

os. 241

～244.

（
5
）N

o. 301.

（
6
）N

os. 210, 211, 240, 295, 313, 336.

（
7
）
田
中
咲
子
「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
二
）
―
聖

堂
装
飾
（
レ
リ
ー
フ
、フ
レ
ス
コ
）
を
中
心
に
」『
史
苑
』
七
三-

二
、

二
〇
一
三
、一
三
一
頁
以
下
、 

浦
野
聡
「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報

告
（
二
〇
一
三
）
―
考
古
学
・
建
築
上
の
知
見
か
ら
」『
史
苑
』
七
四

-

二
、二
〇
一
四
、一
五
〇
頁
以
下
。

（
8
）N

os. TB005, TB
006, TB

016, TB018, TB
021, TB

024,
 TB025, TB029, TB

030, TB
031, TB032, TB

034, TB038.

（
9
）N

os. 409

～437.

（
10
）N

os. 415

（
一
六 

× 

一
六 

× 

二
・
五
㎝
）。

（
11
）N

os. 423, 424.

（
12
）N

os. 416, 426.

（
13
）N

os. TB001, TB
003, TB

007, TB008, TB
010, TB

011, 
TB012, TB

013, TB 014, TB 015, TB 017, TB 019, TB 020, 
TB

 026, TB
 035, TB

 042, TB
 044, TB

 045, TB
 046, TB

 
047.

（
14
）N

o. 017

（
厚
さ
九
㎝
）、no. 200

（
厚
さ
七
・
五
㎝
）、no. 201

（
厚

さ
八
㎝
）、no. 235

（
厚
さ
九
㎝
）、no. 257

（
厚
さ
八
㎝
）、no. 

270

（
厚
さ
七
㎝
）、no. 311

（
厚
さ
八
㎝
）、no. 323

（
厚
さ
四
・
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五
㎝
）、no. 342

（
厚
さ
九
㎝
）、no. 343

（
厚
さ
七
・
五
㎝
）、no. 

354
（
厚
さ
七
・
五
㎝
）、no. 360

（
厚
さ
七
㎝
）、no. 367

（
厚
さ

八
㎝
）、no. 377

（
厚
さ
六
・
五
㎝
）、no. 388

（
厚
さ
七
・
五
㎝
）、

no. 393
（
厚
さ
七
㎝
）、no. 394

（
厚
さ
七
㎝
）。

（
15
）N

os. no. 200, 235, 270, 342, 343, 354, 360, 367, 377, 388, 
394, TTB

008, TB
010, TB

013, TB
 014, TB

 015, TB
 017, 

TB
 019, TB

 020, TB
 026, TB

 035, TB
 042, TB

 044, TB
 

047

な
ど
。

（
16
）S. Alpaslan, « Architectural Sculpture in Constantinople 

and the Influences of the Capital in Anatolia », B
yzantine 

C
onstantinople : M

onum
ents, Topography and E

verday 
Life, A

cts of a C
olloquium

 H
eld in Istanbul, 7-10 A

pril 
1999, Leiden, 2001, pp. 187ff.

（
17
）U

. Peschlow
, « M

aterialen zur K
irche des H

. N
ikolaos 

in M
yra im

 M
ittelalter », Istanbuler M

itteilugen , 40, 
1990, pp. 216-219, A

bb. 2, Taf. 41,3 ; S. A
lpaslan, op. 

cit ., pp. 192-193, fig.5 ; D
em

re-M
yra : D

em
re-M

yra. Aziz 
N

ikolaos K
ilisesi , Istanbul, 2014, p. 119.

（
18
）D

em
re-M

yra, op. cit ., p. 119

の
右
上
写
真
の
断
片
。

（
19
）S. Alpaslan, op. cit ., p. 193, fig. 6.

（
20
）O

. Feld, « D
ie Innenausstattung der N

ikolaoskirche in 
M

yra », M
yra. E

ine Lykische M
etropole in antiker und 

byzantinischer Zeit, (Istanbuler Forschungen  30), 1975, 
Tafel 132-G

 ; S. Alpaslan, op. cit ., fig. 6. 

（
21
）S. A

lpaslan, op. cit., pp. 200-201.

（
22
）U

. Peschlow
, op. cit . ; S. Alpaslan, op. cit . ; D

em
re-M

yra, 
op. cit.

（
23
）A

. G
rabar, Sculptures byzantines du M

oyen âge : XIe-
XIVe siècle , Paris, 1976, Tav. IVb, e ; VIIb ; XIIIc ; XXIa-b 

; XXXVc ; XXXIXa-b ; LXV
IIIc-d.

（
24
）A. B
. Yalçin, « Le sculture m

ediobizantine di Yalvaç », 
B

C
H

 Suppl . 49, 2008, p. 144, figs. 3.

（
25
）A. B. Yalçin, op. cit ., figs. 18.

（
26
）H. Buchwald, « Chancel Barrier Lintels Decorated with Carved 

Arcades », Jahbuch der österreichischen B
yzantinist , 45, 

1995, p. 254-255, fig. 3.

（
27
）M

. D
ennert, « M

ittelbyzantinische Am
bone in K

leinasien », 
Istanbuler M

itteilungen , 45, 1995, p. 144, Tafel. 51, 2-3.

（
28
）O

. Feld, op. cit ., p.376, Tafel 122C
 ; S. A

lpaslan-D
oğan, 

« La sculpture byzantine en Lycie et à A
ntalya : sa 

place dans l’évolution de l’art byzantine », B
C

H
 Suppl . 

49,2008, pp. 128-129, fig. 3.

（
29
）S. Alpaslan-D

oğan, op. cit , fig. 14.

（
30
）N

. Firatli, « D
eux chapiteaux rares à décoration anim

ale 
trouvés à Istanbul », C

ahiers archéologiques , 23, 1974 pp. 
41-46.

（
31
）C. Barsanti, « Scultura anatolica di epoca m

eiobizantina », 
M

ilion I. Studi e ricerche d’arte bizantina,  1988, Tav. V-2 
; H

. B
uchw

ald, op. cit ., p. 259-260, fig.11 ; Z. M
ercangoez, 

« R
éflextions sur le décor sculpté byzantine d’A

natolie 
occidentale », B

C
H

 Suppl . 49, 2008, fig. 19. 

一
〇
世
紀
後
半

に
年
代
推
定
さ
れ
る
。

（
32
）H

. Buchw
ald, op. cit ., p. 256, fig. 8.  

一
〇
～
一
一
世
紀
に

年
代
推
定
さ
れ
る
。（

東
京
大
学
総
合
文
化
研
究
科
特
任
研
究
員
）
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図 1 石材 no. 210 図 2 石材 no. 211 

図 3 石材 no. TB005 

図 4 石材 no. TB021 

図 5 石材 no. TB045 
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図 6 石材 no. 311（表・裏） 

図 7 石材 no. 342（表・裏）

図 8 石材 no. 354（表・裏） 

 

図 9 石材 no. 394（表・裏） 
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図 10 石材 no. TB007 

 

図 11 石材 no. TB010（表・裏） 

図 12 石材 no. TB026（表・裏） 

図 13 石材 no. 407 
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Excavation Report, Basilica of Tlos 2013-2014: Sculptures

NARASAWA,Yumi

　　We listed, photographed and measured 234 stone elements (Nos. 
170-404) during the summer excavation season of 2013, and 39 during 
the season of 2014. We also listed 47 elements from preparatory excava-
tions in 2010-2012 (Nos. TB001-047).
　　Most of the elements listed in 2014 are marble pavements founds 
in the sanctuary, just above the floor level. They have different thick-
nesses and forms, due to reusing of marble materials of various sorts. 
　　20 fragments of openwork plate were found from the preparatory 
excavations in 2010-2012 and 17 fragments during the summer of 2013. 
Made in local limestone, they present geometrical and vegetal decora-
tions with some reliefs showing palmettes which are schematically 
represented. I identify these openwork plates as local productions of the 
6th century. They must have been from the furniture which clothed the 
sanctuary.
　　In 2014, we found a marble relief plate decorated with an interlac-
ing design and rosette motifs (No. 407). This was a type of design wide-
spread in Greece and Anatolia in the Middle Byzantine period. 


